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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は高齢者による老性自覚の認知処理に関わる脳領域を探り、神経生理学
的機序を解明することである。研究1では老いを連想させる老い語と連想させない非老い語を選定し、実験的に
老性自覚を引き起こす課題を考案した。研究2ではfMRIによって課題遂行中の脳活動を測定した。自己認識過程
に関わる内側前頭前皮質などの脳領域と老性自覚の関係に注目した解析デザインを考案した。また、主観的な老
いの評価と身体・認知機能における客観的な老いとの関連も検討したところ、主観的老いと客観的老いとの関連
は示されなかったが、主観的評価として実年齢よりも若いと感じることが主観的幸福感と関連することが示され
た。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to investigate the brain regions involved in 
self-perception of aging (SPA) to identify its neurophysiological mechanisms. In study1, we devised 
an SPA task using age-related and non-age-related words or short phrases. In study2, we measured the
 brain activity of older and younger participants using fMRI during SPA task performance. We 
designed an analysis of the brain activation focusing on the regions related self-recognition (e.g.,
 mPFC, insula). Also, we examined the correlation between subjective and objective perception of 
aging including physical and cognitive functions. The results suggested no correlation between them,
 however it was found that the younger subjective perception of age was associated with that of 
well-being in older participants.

研究分野： 発達心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
老性自覚は心身両面から高齢者の健康に影響しうる重大な因子とされているが、本研究のように高齢者が自己の
老いを認識する時にどのような神経機序に基づいた認知処理が行われているかについて、fMRIを用いた脳機能測
定によって検討した研究はこれまでにない。また、老性自覚の脳活動と、主観的な老いの評価や客観的な身体・
認知機能における老いの両面から測定して、老性自覚の個人差やその心身の健康に対する影響が生じる神経基盤
モデルを構築し得た事は、高齢者のsuccessful agingを目指す上で、老性自覚という認知活動を考慮に入れた介
入方法の提案に役立つと期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９ (共通)  
１．研究開始当初の背景 
 加齢により高齢者は身体機能や認知機能において一定のパフォーマンスの低下・喪失を経験
する。また、加齢による変化は身体・心理的側面のみならず、退職や配偶者との死別、孫の出
生などの社会的側面においても生じる。このような変化は直ちに深刻な問題を引き起こさなか
ったとしても、それがきっかけで高齢者は自己の老いを認識することになる。高齢者が自己の
老いを主観的に認識する老性自覚は、心身の健康に影響しうる重大な因子とされている  
(Steverink et al., 2001; Wurm et al. 2013)  。 
 先行研究では主に、老性自覚の身体的・精神的健康への影響が検討されており、ポジティブ
な老性自覚は数年後の身体的健康を予測すること  (Wurm et al., 2007)  、ポジティブな老性
自覚を持つ人はネガティブな老性自覚を持つ人よりも死亡年齢が遅いこと  (Levy et al., 
2002)  が示された。近年では、老性自覚は高齢者の知覚や記憶などの認知機能にも影響する
ことが示されている  (Chasteen et al., 2015)  。 
 老性自覚が心身機能の健康に影響する機序については未だ明らかではないが、近年では高齢
者が自己の心身機能の低下・喪失を加齢によるものだと評価することによって、健康維持や向
上を導く効果的方略の使用が減少し、健康への有害な影響や客観的パフォーマンスの低下につ
ながると推測されている  (Wurm et al., 2013)  。つまり、ネガティブな老性自覚は高齢者の
健康増進活動への動機づけを低下させる要因となる可能性がある。高齢者が自ら健康活動に積
極的になるよう促すには個々の動機づけに合わせた介入が必要であり、より良い介入方略を提
案する上で、高齢者の動機づけに影響しうる老性自覚は考慮すべき課題である。 
 しかしながら、これまでの老性自覚研究は、概念的研究  (e.g., Diehl et al., 2014)  や心身
の健康に与える影響に関する研究  (e.g., Wurm et al., 2013)  が中心で、そもそも高齢者が自
己の老いを認識する際、どのような認知処理が行われているかといった神経生理学的なメカニ
ズムはあまり知られていない。老性自覚の認知処理過程に関わる脳領域を明らかにすることは、
心身の健康に与える老性自覚の影響を検討する上でも必要不可欠であるといえる。 
 
２．研究の目的 
 高齢者が自己の老いを自覚するときにどのような認知処理が行われているのか、その機序に
ついては主観的評価だけでは捉えることができない。そこで本研究では、老性自覚の認知機序
を明らかにするため、高齢者に対して実験的に老性自覚を引き起こす課題を作成し (研究 1) 、
磁気共鳴機能画像法  (functional magnetic resonance imaging: fMRI)  を用いて老性自覚課
題中の脳機能測定を行うことによって老性自覚に関わる脳領域の解明を試みる。また、主観的
な老いの評価と身体・認知機能における客観的な老いの評価との関連性も調べ、老性自覚によ
る心身の健康への影響を検討する (研究 2) 。近年の脳機能計測を使った認知科学研究で明らか
にされてきた知見の中で老性自覚の脳活動としての本質と位置づけを明らかにし、successful 
aging を目指した介入を行う上で老性自覚という認知活動への妥当な対処の仕方を提案する。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究 1：老性自覚課題の作成および実験プロトコルの確立 
研究 1 では、高齢者に対して実験的に老性自覚を引き起こす課題  (老性自覚課題)  を作成

した。まず初めに課題に用いる言葉の選出を行った。身体的側面および心理的側面に関する言
葉の中で、老いを連想させる言葉 60 語と老いを連想させない言葉 120 語  (若さ語 60 語・中
立語 60 語)  をリストアップした。これら 180 語の中から、老いとの関連がより強い言葉と関
連がより弱い言葉を選出するため、高齢者 78 名 (女性 55 名、平均年齢 71.49 歳、SD=4.79 歳) 
に対して質問紙による言葉の評定調査を行った (有効回答者数 51 名) 。 
各言葉が「老い」あるいは「若さ」のどちらと関連するかについて 5 段階で評定を求めた結

果、評定値が 2.50 より小さい 48 語を老い語とし、評定値が 3.00～4.50 の 74 語を非老い語と
した。さらに、その中から類似した意味を避け、品詞の割合、文字数の割合、また身体関連語
と心理関連語の割合ができるだけ等しくなるように、老い語 30 語 (平均評定値：M=2.01) と
非老い語 30 語 (平均評定値：M=3.60) を選定した。 

上記の方法で選定した老い語
と非老い語を用いて老性自覚課
題を作成した。課題は、スクリー
ンに提示された言葉が老いと関
連するかしないかを 6 秒間で判
断し、左右のボタンで回答するも
のであった。課題は 3 セットから
なり、各セットには老い語 10 語
と非老い語 10 語の計 20 語が含
まれ、ランダムに提示された。1
セットの時間は 251.5s であり、
セットの順番はカウンターバラ
ンスをとった。 
老性自覚課題について、その難易度や妥当性を確認するため高齢者 10 名 (女性 5 名、平均年

図 1. 老性自覚課題 



齢 67.7 歳、SD=4.35 歳) を対象に実験を行った。 
老性自覚課題の他に、高齢者による主観的な老いの評価を測定するための質問紙を行った。

質問紙では、老性自覚について、老いの自覚 (遠藤他、2004) と主観的年齢 (主観的年齢―実
年齢) の 2 つの項目で尋ねた。また老性自覚に関わる要因として、自身の健康や運動に関する
主観的な評価 (主観的健康、主観的運動) 、そして高齢者の主観的幸福感を測る尺度である改
訂 PGC モラール・スケール (心理的安定、孤独感、老いに対する態度の 3 つの下位尺度から
なる)  (Lawton, 1975)  を尋ねた。 

 (2) 研究 2：fMRI による脳機能測定 
 高齢者 22 名 (女性 10 名、平均年齢 72.18 歳、SD=4.40 歳) 、若年者 16 名 (女性 6 名、平
均年齢 23.44 歳、SD=4.03 歳) が参加した。老性自覚課題は 3T MRI 装置の中で行い、課題中
の脳活動を計測した  (TR = 2,500ms, TE = 30ms, Thickness = 3mm, FOV = 192mm, FA = 
90°, volumes = 98)  。課題は事象関連デザイン (event-related design) で行われた。 

MRI 撮影終了後、別室で自己判断課題と気分判断課題の 2 つの課題を行った。どちらの課題
も、老性自覚課題と同じ 60 語の言葉が提示され、自己判断課題ではその言葉が自分と関連す
るかしないかを判断し、気分判断課題ではその言葉を聞いて暗い気持ちになるか明るい気持ち
になるかを判断させた  (図 2)  。これらの課題は、実験参加者が老性自覚課題において老いと
判断した言葉を自己と関連付けているのか、
またその言葉によって正負どちらの感情が
生じるのかを確認するために行った。3 つの
課題が終了したのち、老性自覚質問紙によっ
て主観的な老いを測定した。また、客観的な
老いの指標として、WAIS の数唱 (聴覚的短
期記憶) と符号 (処理速度) 、MMSE、歩行
検査 (Timed UP and Go) によって認知機能
および身体機能を測定し、主観的老いと客観
的老いとの関係についても検討した。 
 
４．研究成果 
 (1) 研究 1 
 老性自覚課題 高齢者 10 名に対して老性自覚課題を行った結果、各言葉に対する回答潜時
の平均は 2599.18ms  (SD=270.69ms)  であり、高齢者にとって 6 秒間という回答時間は妥当
であった。また、老い語が「老いと関連あり」と判断された割合は 79.59%  (SD=18.05%)  、
非老い語が「老いと関連あり」と判断された割合は 31.33%  (SD=19.07%)  であり、老い語
において老いと関連があると判断される割合が有意に高かった  (t  (58)  = 10.07, p<.001)  。
なお、老いと関連があると判断された割合が 75%以下であったのは 4 語のみであった。 
これらのことから、老性自覚課題において選定した老い語と非老い語は妥当であり、高齢者

にとって比較的判断しやすい言葉であったといえる。 
 老性自覚質問紙 老いの主観的評価とそれに関わる要因について質問紙によって測定した。
その結果、主観的年齢と老いの自覚に正の相関が示され (実年齢よりも若いと感じている人ほ
ど自分が高齢であるという老いの自覚が低い)   (rs = .681, p <.05)  、老性自覚の指標として
主観的年齢と老いの自覚の 2 項目を用いることは妥当であるといえる。また、主観的に健康で
あると感じているほど、PGC モラール・スケールの「心理的安定」  (rs = .645, p <.05)  や「老
いに対する態度」が高く  (rs = .657, p <.05)  、主観的幸福感も高かった  (rs = .646, p <.05)  。
これらのことから、高齢者において自分は健康であると感じることが自己の老いを肯定的に捉
え、心理的な安定、幸福感につながることがわかった。 

 (2) 研究 2 
 主観的老いと客観的老いとの関連 高齢者 21 名  (1 名は除外)  について、質問紙による老
いの主観的評価の指標と身体・認知機能検査による老いの客観的評価の指標について相関分析
を行った。その結果、主観的な指標と客観的な指標との間に有意な相関関係は見られなかった。
先行研究では老いをネガティブに捉える人ほど、聴覚・記憶領域における自己の能力に対する
主観的評価が低く、これらは実際の検査成績 (客観的能力) を予測することが知られているが  
(Chasteen et al., 2015)  、本研究ではそのような関係性は見られなかった。今回の実験参加者
が高齢者の社会的活動支援事業者の登録者であるため、健康状態に大きな支障がなく社会的活
動に前向きな傾向があると考えられるため、そのような集団構成バイアスの影響が考えられる。
この点について、さらに検討を進める必要がある。なお、主観的評価の指標間では、主観的年
齢  (主観的年齢―実年齢)  と PGC モラール・スケールの主観的幸福感  (rs = -.522, p<.05)  
および下位尺度の「心理的安定」  (rs = -.466, p <.05)  と「老いに対する態度」 (rs = -.522, 
p<.05)  の間に負の相関が示された。このことから、実年齢よりも若いと感じている人ほど、
自己の老いを肯定的に捉え、心理的な安定、幸福感が高いことがわかった。これは、高齢にな
るほど、精神的・身体的健康が主観的年齢の若さを予測することを示した先行研究  (Bergland 
et al., 2013)  と同様の傾向であった。 

図 2. 自己判断課題 (左) と気分判断課題 (右)  



 老性自覚課題における脳機能測定 データの解析は SPM12 を用いて行い、年齢群  (高齢
者・若年者)  および言葉条件  (老い語・非老い語)  を独立変数として、言葉の判断を行って
いる時の脳活動を分析している。老性自覚は自己認識過程の側面を持つと考えられており 
(Diehl et al., 2014) 、老いとの関連判断の際、高齢者は自己を参照しながら判断すると予測さ
れる。また、自己認識過程では自尊心などの自己意識感情を伴うことが多く、老性自覚課題に
おいても高齢者は老性自覚により自尊心の低下が引き起こされやすいと考えられる。これらの
ことから、分析では自己認識過程に関わる内側前頭前皮質  (Kelley et al., 2002) や島 
(Modinos et al., 2009)、また自尊感情に関わる両側前島・後島や背側前帯状皮質 (Eisenberger 
et al., 2011) に注目し詳細な分析を進めている。一方、若年者では老いとの関連判断は自己認
識過程ではなく、一般的な知識として客観的に判断すると考えられるため、高齢者の賦活領域
との違いが注目される。 
 本研究において老性自覚課題における脳活動の測定と、主観的な老いの評価と客観的な身
体・認知機能における老いの両面から測定することで、老性自覚の個人差やその心身の健康に
対する影響が生じる神経基盤モデルについて検討することができる。今後はその知見をもとに、
高齢者の successful aging のため、老性自覚を考慮に入れたより良い介入方法を提案したい。 
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